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６
月
は
住
環
境
衛
生
推
進
月
間

●
ネ
ズ
ミ
・
衛
生
害
虫
の
防
除
を
！

　

衛
生
害
虫
な
ど
の
生
活
環
境
へ
の
侵
入
を

防
ぎ
、
駆
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ゴ
キ
ブ
リ
を
は
じ
め
と
し
た
衛
生
害
虫
は
、

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
活
動
が
活
発
に
な

り
ま
す
。
衛
生
害
虫
は
存
在
自
体
が
不
快
感

を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
公
衆
衛
生
の
面
か

ら
も
駆
除
が
必
要
で
す
。
駆
除
の
際
、
薬
剤

を
使
用
す
る
場
合
は
、
使
用
上
の
注
意
を
守

り
、
安
全
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
換
気
に
注
意
！

　

気
温
が
高
い
時
期
、
新
築
・
改
築
・
改
装

後
の
建
物
は
、
換
気
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
、
建
物
の
気
密
性
が
高
く
な
っ
た
こ

と
や
化
学
物
質
を
放
散
す
る
建
材
・
内
装
材

汚
れ
を
落
と
し
て
十
分
に
乾
燥
さ
せ
た
後
に

環
境
保
全
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

市
税
の
納
期

●
市
県
民
税　

第
１
期

納
期
限　

６
月
30
日
㈭

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
収
税
課
☎
㉙
５
０
５
９
、
総
合
支
所
、
支

所練
習
船
「
大
島
丸
」
一
般
公
開

日
時　

７
月
16
日
㈯　

13
時
30
分
～
16
時

場
所　

岩
国
港　

室
の
木
埠
頭

問
水
産
港
湾
課
☎
㉙
５
１
１
８

が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
室
内
空
気
汚
染
が
生
じ
体
調
不
良
を
訴

え
る
事
例
が
起
き
て
い
ま
す
。
夏
季
は
放
散

量
が
増
大
し
や
す
い
た
め
、
十
分
に
換
気
を

し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

大
雨
な
ど
に
よ
る

　
　
　
　

災
害
時
の
衛
生
対
策

　

梅
雨
や
台
風
に
よ
る
大
雨
な
ど
で
床
上
・

床
下
浸
水
が
起
き
た
と
き
は
、
ま
ず
浸
水
箇

所
の
片
付
け
を
し
て
、壁
や
床
面
を
水
洗
い
・

水
拭
き
に
よ
り
汚
れ
を
落
と
し
た
後
、
乾
燥

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
食
中
毒
な
ど
も
発
生

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
く
手
洗

い
を
し
て
、
食
品
は
十
分
加
熱
し
て
か
ら
食

べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

浸
水
し
た
箇
所
の
消
毒
を
希
望
す
る
人
は
、

お
知
ら
せ

●
市　

役　

所

☎
㉙
５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所

☎
63
１
１
１
１

●
玖
珂
総
合
支
所

☎
82
２
５
１
１

●
周
東
総
合
支
所

☎
84
１
１
１
１

●
錦
総
合
支
所

☎
72
２
１
１
１

●
美  

川  

支  

所

☎
76
０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所

☎
96
１
１
１
１

●
本  

郷  

支  

所

☎
75
２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585

岩国市今津町一丁目14番51号

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など

をお届けいたします。

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

目次

02　くらしの情報

08　おでかけ情報

11　地球温暖化防止エコラムなど

12　国民健康保険料が決定しました

13　後期高齢者医療保険料が
　　　　　　　　　　決定しました

14　参議院議員通常選挙

16　くらしの相談窓口など

18　人権啓発コーナーなど

19　ふるさと歴史アラカルト
　　岩国市人口・世帯など

20　休日在宅医療機関など

表紙の写真

　５月18日、アユ漁の解禁を前に

錦川でアユの放流が行われ、北河内

幼稚園の園児18人が放流体験を行

いました。

　園児たちは「おおきくな～れ」と

声を掛けながらバケツに入ったアユ

を川に放し、元気に泳ぐ姿を目を輝

かせて眺めていました。

錦川へのアユ放流体験

（錦川・下地区）

2広報いわくに
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（
免
除
申
請
と
同
時
に
受
け
付
け
）

申
請
期
間　

平
成
28
年
度（
７
月
分
～
平
成

29
年
６
月
分
）＝
７
月
１
日
～

※
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
の
期

間
に
つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
可
能

（
例
）平
成
26
年
６
月
分
の
免
除
申
請
＝
平
成

28
年
７
月
31
日
ま
で
受
け
付
け

申
請
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
、
印
鑑
、
離
職
票
な
ど

失
業
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
（
失
業
し

た
人
）、
事
業
を
休
止
ま
た
は
廃
止
の
事
実

を
明
ら
か
に
で
き
る
主
管
官
庁
の
証
明
な
ど

（
事
業
を
休
止
ま
た
は
廃
止
し
た
人
）

○
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

　

未
納
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ず
、
受
給
額
へ
も
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
生
じ
た
際
、
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
将
来
受
け
取
る
年
金
額（
老
齢
基
礎
年
金
）

へ
の
影
響
は

　

免
除
期
間
は
、
受
給
資
格
期
間
（
年
金
を

受
給
す
る
に
は
25
年
以
上
必
要
）
に
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
受
給
で
き
る
年
金
額
は
免
除
を

受
け
た
期
間
や
免
除
の
種
類
に
よ
っ
て
減
額

さ
れ
ま
す
。

　

猶
予
期
間
は
、
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
受
給
額
へ
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
追
納
で
き
ま
す

　

免
除
期
間
や
猶
予
期
間
は
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40

年
間
、
保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す
が
、
経

済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は

本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
全
額
ま
た
は

一
部
免
除
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

○
前
年
所
得
（
収
入
）
が
少
な
い
人

（
前
年
所
得
・
収
入
に
よ
り
判
定
。
配
偶
者
・

世
帯
主
の
所
得
も
判
定
の
対
象
）　

○
失
業

し
た
人　

○
事
業
を
休
止
ま
た
は
廃
止
し
た

人【
保
険
料
免
除
制
度
】

※
保
険
料
は
平
成
28
年
度
の
額

●
全
額
免
除　

保
険
料
の
全
額
が
免
除（
月

額
１
万
６
２
６
０
円
）

●
一
部
免
除（
一
部
納
付
）　

保
険
料
の
一
部

を
免
除
、
残
り
の
保
険
料
は
納
付

○
４
分
の
３
免
除
＝
保
険
料
の
４
分
の
１

（
月
額
４
０
７
０
円
）を
納
付　

○
半
額
免
除

＝
保
険
料
の
半
額（
月
額
８
１
３
０
円
）を
納

付　

○
４
分
の
１
免
除
＝
保
険
料
の
４
分
の

３（
月
額
１
万
２
２
０
０
円
）を
納
付

※
納
付
す
べ
き
一
部
の
保
険
料
を
納
付
し
な

い
場
合
、そ
の
期
間
の
一
部
免
除
が
無
効（
未

納
と
同
じ
）
と
な
り
ま
す

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　

30
歳
に
達
す
る
日
の
前
月
ま
で
、
本
人
お

よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
以
下
の
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

岩
国
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
検
討
委
員
会
委
員  

　

今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
や
道
路
・
橋

り
ょ
う
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管
理

の
方
針
な
ど
を
示
す
「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
計
画
の
策

定
に
関
し
て
、
提
言
や
意
見
を
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
設
置
す
る
検
討
委
員
会
の
公
募

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

○
市
内
に
在
住
の
18
歳
以
上
の
人　

○
岩
国

市
職
員
、
岩
国
市
議
会
の
議
員
で
な
い
人　

○
平
日
の
会
議
（
年
数
回
、
夜
間
に
２
時
間

程
度
）
に
出
席
で
き
る
人　

○
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
議
事
録
な
ど
で
氏
名
を
公
開
で
き
る
人

定
員　

２
人
程
度
（
書
類
選
考
、
必
要
に
応

じ
て
面
接
を
実
施
）

任
期　

８
月
～
平
成
29
年
３
月

募
集
期
間　

７
月
８
日
㈮
ま
で

申
所
定
の
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
記
入
の
上
、
メ
ー

ル
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
、
ま
た
は
直
接
、
行

政
経
営
改
革
課
へ
提
出 

問
行
政
経
営
改
革
課

☎
㉙
５
０
２
９　

FAX

㉔
４
２
０
９

　

g
y

o
u

k
e
i@

c
ity

.iw
a
k
u

n
i.lg

.jp

納
）
が
で
き
ま
す
。
追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
３
年
度
目
以
降
は
、
当
時
の
保
険
料

に
加
算
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。

た
だ
し
申
請
時
に
継
続
審
査
を
希
望
し
、
全

額
免
除
・
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
場
合
は
、

翌
年
度
以
降
改
め
て
申
請
を
行
わ
な
く
て
も

自
動
的
に
審
査
を
行
い
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
☎
㉙
５
０
８
６
、
総
合
支
所
、

支
所
、
岩
国
年
金
事
務
所
☎
㉔
２
２
２
２

小
冊
子「
幕
末
を
駆
け
た
一
陣

の
風 

赤
禰
武
人
伝
」販
売
中

　

漫
画
と
解
説
に
よ
り
、
岩
国
出
身
の
第
三

代
奇
兵
隊
総
督
・
赤あ

か

ね

た

け

と

禰
武
人
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

価
格　

２
０
０
円
（
20
ペ
ー
ジ
）

問
岩
国
徴
古
館
☎
41
０
４
５
２ 

募　

集



特
定
公
共
賃
貸
住
宅
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
居
者

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人
（
外
国

人
の
入
居
希
望
者
を
含
む
）

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ
る
人
お
よ
び
婚
約

者
を
含
む
）
が
あ
る
人

※
門
前
さ
く
ら
、
門
前
あ
お
ば
、
向
峠
、
宇

佐
、
大
原
、
和
田（
単
独
定
住
）、
給
田
原
団

地
は
単
身
可

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

④
法
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
は
な
い
人

※
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
、
政
令
月
収
15
万

８
千
円
以
上
48
万
７
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と

※
若
者
定
住
住
宅
は
、
家
賃
の
２
倍
以
上
の

収
入
が
あ
り
、
世
帯
主
が
40
歳
以
下
で
あ
る

こ
と

※
単
独
定
住
住
宅
は
、
毎
月
の
家
賃
を
納
入

し
得
る
収
入
で
あ
る
こ
と

募
集
期
間　

６
月
20
日
㈪
～
30
日
㈭

申
所
定
の
申
込
書
に
、
世
帯
全
員
の
住
民
票

の
写
し
、
所
得
証
明
書
、
市
町
村
税
の
完
納

証
明
書
な
ど
を
添
付
し
、
住
宅
を
所
管
す
る

総
合
支
所
農
林
建
設
課
へ
提
出
（
平
日
の
執

務
時
間
内
）

問
玖
珂
総
合
支
所
農
林
建
設
課

☎
82
０
５
８
２

錦
総
合
支
所
農
林
建
設
課
☎
72
２
１
１
６

美
和
総
合
支
所
農
林
建
設
課
☎
96
１
１
１
２

補
助
犬
受
給
者

対
象　

盲
導
犬
、
介
助
犬
、
聴
導
犬
の
種
類

ご
と
の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
在
宅
の
障
害
者
で
、
特

に
補
助
犬
を
必
要
と
す
る
人
（
補
助
犬
の
要

件
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

定
員　

１
～
２
人
（
県
内
）

募
集
期
間　

７
月
29
日
㈮
ま
で

給
付
ま
で
の
流
れ　

①
書
類
・
訪
問
審
査　

②
面
接
審
査
な
ど　

③
共
同
訓
練
な
ど

※
②
③
は
費
用
が
発
生
す
る
場
合
あ
り

申
問
高
齢
障
害
課
☎
㉙
２
５
２
２

錦
川
流
域
河
川
一
斉
清
掃
参
加
者

　

錦
川
流
域
の
河
口
か
ら
源
流
ま
で
の
広
い

範
囲
で
、
清
掃
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

７
月
24
日
㈰

※
小
雨
決
行
（
中
止
の
場
合
は
、順
延
な
し
）

募
集
期
間　

７
月
15
日
㈮
ま
で

4広報いわくに

申
問
「
錦
川
流
域
河
川
一
斉
清
掃
」い
わ
く
に

実
行
委
員
会
（
政
策
企
画
課
内
）

☎
㉙
５
０
１
３

放
送
大
学
10
月
生

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　

第
１
回
＝
８
月
31
日
㈬
ま
で

第
２
回
＝
９
月
１
日
㈭
～
20
日
㈫
ま
で

※
資
料
請
求
は
無
料

申
問
放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
―
９
２
８
―
２
５
０
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp

:/
/
w
w
w
.o
u
j.a

c
.jp

労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

日
時　

月
～
金
曜　

９
時
～
18
時
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

内
容　

賃
金
、
労
働
時
間
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

相
談
員　

社
会
保
険
労
務
士

相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
８
３
―
９
３
３
―
３
２
３
２

問
山
口
県
労
働
政
策
課

☎
０
８
３
―
９
３
３
―
３
２
１
０

相　

談

【１人での申し込みができない住宅】

種　別 管轄 地域 団地（住宅）名 戸数 家賃（円）

特定公共

賃貸住宅

玖珂 玖珂 植山 ３ 49,000～55,000

美和

本郷

和田 １ 24,000～30,000

今市 １ 26,000～33,000

美和

鷹ノ巣 １ 32,000～40,000

陽の出 １ 32,000～40,000

種　別 管轄 地域 団地（住宅）名 戸数 家賃（円）

若者定住

住 宅
錦 美川

門前さくら 3 12,000

門前あおば 2 15,000

単独定住

住 宅

錦 錦

向峠 １ 15,000

宇佐 １ 15,000

大原 １ 15,000

美和 本郷

和田 ３ 24,000～35,000

給田原 １ 33,000

【１人での申し込みもできる住宅】



全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

　

１
１
０
番
」
無
料
電
話
相
談

日
時　

６
月
27
日
㈪
～
７
月
３
日
㈰　

８
時

30
分
～
19
時
（
土
・
日
曜
は
、
10
時
～
17
時
）

内
容　

い
じ
め
、
児
童
虐
待
な
ど

※
こ
の
期
間
は
時
間
を
延
長
し
て
受
け
付
け

相
談
受
付
電
話
番
号

　

０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

問
山
口
地
方
法
務
局

☎
０
８
３
―
９
２
２
―
２
２
９
５

消
防
設
備
士

対
象　

甲
種
＝
一
定
の
資
格
が
必
要　

乙
種

＝
誰
で
も
可

試
験
日　

９
月
４
日
㈰

試
験
会
場　

下
関
市
、
山
口
市
、
周
南
市

募
集
期
間　

○
書
面
申
請
＝
７
月
４
日
㈪
～

15
日
㈮　

○
電
子
申
請
＝
７
月
１
日
㈮
～
12

日
㈫

申
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出
張
所
な
ど

に
備
え
付
け
の
願
書
に
必
要
書
類
な
ど
を
添

え
て
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
、
消
防
署
、
消
防
出
張
所
へ
提
出

※
電
子
申
請
は（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/
w

w
w

.sh
o
u

b
o
-sh

ik
e
n

.o
r.jp

/

問
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
㉛
０
１
９
６

税
務
職
員
（
高
卒
程
度
）

受
験
資
格　

平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
高

等
学
校
等
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
ま
た
は
平

成
29
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

一
次
試
験　

９
月
４
日
㈰

種
目　

基
礎
能
力
試
験
、
適
性
試
験
、
作
文

試
験

試
験
会
場　

鳥
取
市
、
松
江
市
、
岡
山
市
、

広
島
市
、
山
口
市

募
集
期
間　

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
６
月
20

日
㈪
～
29
日
㈬　

○
郵
送
ま
た
は
持
参
＝
６

月
20
日
㈪
～
22
日
㈬
（
消
印
有
効
）

申
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ

ス
か
ら
、
も
し
く
は
所
定
の
申
込
書
を
第
１

次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人
事
院
地
方
事
務
局

に
郵
送
ま
た
は
直
接

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ
ス

h
ttp

:/
/
w

w
w

.jin
ji-s

h
ik

e
n

.g
o
.jp

/

ju
k
e
n

.h
tm

l

問
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
８
２
―
２
２
１
―
９
２
１
１

市
職
員

職
種　

①
看
護
師
・
准
看
護
師　

②
薬
剤
師

③
管
理
栄
養
士

受
験
資
格　

①
＝
昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
看
護
師
資
格
ま
た
は
准
看
護
師

資
格
を
有
す
る
人　

②
＝
昭
和
42
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
薬
剤
師
資
格
を
有
す
る

人　

③
＝
昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
管
理
栄
養
士
資
格
を
有
す
る
人

※
詳
細
は
募
集
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

募
集
人
員　

①
＝
１
人
程
度　

②
③
＝
１
人

募
集
期
間　

６
月
15
日
㈬
～
７
月
13
日
㈬

（
必
着
）

試
験
日　

７
月
21
日
㈭

試
験
場
所　

市
役
所

種
目　

作
文
、
面
接
（
専
門
・
一
般
）、
適

性
検
査

採
用
予
定
日　

９
月
１
日
以
降

勤
務
場
所　

①
②
＝
錦
中
央
病
院
ま
た
は
美

和
病
院　

③
＝
錦
中
央
病
院

申
所
定
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
写
真
１
枚
（
縦
４
㎝

×
横
３
㎝
）
を
貼
付
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、

職
員
課
へ
提
出

※
郵
送
の
場
合
は
、
簡
易
書
留
と
し
、
82
円

切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒（
長
形
３
号
）

を
同
封
す
る
こ
と

問
職
員
課
☎
㉙
５
０
３
６

心
肺
蘇
生
法
講
座

日
時　

６
月
～
平
成
29
年
３
月
の
第
４
土
曜

10
時
～
12
時

場
所　

岩
国
市
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病
院 

定
員　

い
ず
れ
も
12
人
（
先
着
順
）

内
容　

心
肺
蘇
生
法
の
基
本
手
技
（
胸
骨
圧

迫
、
人
工
呼
吸
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
窒

息
の
解
除
法
な
ど

受
講
料　

無
料
（
事
前
予
約
が
必
要
）

※
軽
い
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加

※
自
治
会
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
、
受
講
を

希
望
す
る
団
体
へ
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す

申
問
岩
国
市
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病
院

☎
㉑
３
２
１
１

中
級
ハ
ン
グ
ル
講
座

期
間　

７
月
７
日
㈭
～
９
月
29
日
㈭
の
毎
週

木
曜　

19
時
～
21
時
（
7
月
７
日
の
み
18
時

45
分
か
ら
）

場
所　

中
央
公
民
館

講
師　

今
泉
京
子
氏

受
講
料　

１
万
１
千
円
（
３
カ
月
分
）

申
込
期
間　

６
月
15
日
㈬
～
７
月
７
日
㈭

申
問
山
口
県
岩
国
日
韓
親
善
協
会
ハ
ン
グ
ル

講
座
係
☎
㉑
８
０
７
４

5 2016.6.15

試　

験

講
演
・
講
座



6

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修【
Ⅱ
期
】

対
象　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看

護
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
て
未
就
業
の
人

研
修
期
間　

７
月
～
９
月
ま
で
の
間
の
５
日

間
程
度
（
申
し
込
み
後
、
日
程
・
研
修
医
療

機
関
の
調
整
が
あ
り
ま
す
）

内
容　

再
就
職
に
必
要
な
看
護
の
知
識
・
技

術
に
関
す
る
講
義
、
演
習
、
見
学
実
習

受
講
料　

無
料

募
集
期
間　

６
月
24
日
㈮
ま
で

※
受
講
者
は
年
間
を
通
じ
て
募
集
中

申
問
山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
山
口
県
看
護

協
会
内
）☎
０
８
３
５
―

２
４
―

５
７
９
１

（
火
～
土
曜
の
９
時
～
17
時
）

岩
国
音
頭
講
習
会

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
人

日
時　

７
月
19
日
㈫　

13
時
30
分
～
15
時
30

分
（
受
付
開
始
＝
13
時
）

場
所　

市
役
所　

多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　

30
～
50
人

内
容　

岩
国
音
頭
の
基
礎
を
学
ぶ

受
講
料　

無
料

持
参
品　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
上
履
き
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
期
間　

７
月
７
日
㈭
ま
で

申
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
経
験

の
有
無
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
㉙
５
１
０
３　

FAX

㉑
３
４
５
６

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会
・

救
急
員
養
成
講
習
会

対
象　

満
15
歳
以
上
の
人

日
時 

８
月
５
日
㈮
～
７
日
㈰ 

９
時
～
17
時

場
所　

市
役
所　

多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

日
常
生
活
に
お
け
る
事
故
防
止
方
法
、

事
故
や
災
害
時
の
傷
病
者
に
対
す
る
救
命
・

応
急
手
当
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
術
指
導

受
講
料　

無
料
（
講
習
教
材
費
と
し
て
３
２

０
０
円
必
要
）

持
参
品　

筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
動
き
や
す

い
服
装

申
込
期
間　

７
月
22
日
㈮
ま
で

申
問
日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部
事
業
推
進

課
☎
０
８
３
―
９
２
２
―
０
１
０
２

初
め
て
の
人
の
た
め
の

　
　

か
ん
た
ん
市
民
手
話
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
高
校
生
以
上
の
人

日
時　

７
月
７
日
㈭
～
28
日
㈭
の
毎
週
木
曜

19
時
～
20
時
30
分

場
所　

岩
国
市
福
祉
会
館　

小
ホ
ー
ル

講
師　

岩
国
手
話
サ
ー
ク
ル
四
ッ
葉
会
、
岩

国
聴
覚
障
害
者
福
祉
会

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

６
月
29
日
㈬
ま
で

申
問
高
齢
障
害
課
☎
㉙
２
５
２
２

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

対
象　

危
険
物
取
扱
作
業
従
事
者
で
、
平
成

25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
に

講
習
を
受
講
し
た
人
、
ま
た
は
平
成
26
年
３

月
31
日
以
前
に
免
状
（
甲
種
、
乙
種
ま
た
は

丙
種
）
の
交
付
を
受
け
未
受
講
の
人

日
時　

①
給
油
取
扱
所
対
象
者
＝
８
月
９
日

㈫　

９
時
～
12
時　

②
一
般
事
業
所
対
象
者

＝
９
月
８
日
㈭　

13
時
～
16
時　

③
石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
定
事
業
所
対
象
者
＝
○
７

月
26
日
㈫　

13
時
～
16
時　

○
７
月
27
日
㈬

９
時
～
12
時　

○
８
月
８
日
㈪　

13
時
～
16

時　

○
８
月
25
日
㈭　

13
時
～
16
時
の
い
ず

れ
か
１
日

場
所　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

手
数
料　

４
７
０
０
円
（
県
収
入
証
紙
代
）

申
講
習
実
施
日
の
４
週
間
前
ま
で
に
、
受
講

申
請
書
に
収
入
証
紙
を
貼
付
し
、
岩
国
地
区

消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
、
消
防
署
、
消

防
出
張
所
へ
提
出

問
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
㉛
１
３
２
０

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

広報いわくに



募
集
期
間　

６
月
30
日
㈭
ま
で

申
問
錦
川
の
豊
か
な
流
域
づ
く
り
連
絡
会
議

事
務
局
（
県
自
然
保
護
課
内
）

☎
０
８
３
―

９
３
３
―

３
０
６
０

第
72
回
里
山
体
験
・
交
流
活
動

日
時　

７
月
23
日
㈯　

○
午
前
の
部
＝
９
時

～　

○
午
後
の
部
＝
13
時
～

場
所　

美
川
ム
ー
バ
レ
ー
親
水
公
園
内

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

内
容　

自
然
教
室
「
水
の
循
環
の
お
話
」
、

シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
沢
登
り
）

参
加
料　

２
千
円（
軽
食
、傷
害
保
険
含
む
）

募
集
期
間　

７
月
13
日
㈬
ま
で

申
問
周
東
米
川
公
民
館
☎
84
０
０
０
２

周
東
里
山
の
会
（
中
原
）
☎
０
９
０
―
３
１

７
２
―
８
５
７
３

錦
川
（
二
鹿
川
）
を
き
れ
い
に

し
て
魚
を
捕
ま
え
よ
う

対
象　

小
学
生
と
保
護
者
（
幼
児
同
伴
可
）

日
時　

７
月
30
日
㈯ 

９
時
30
分
～
13
時
30
分

場
所　

二
鹿
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

※
当
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
内

河
川
プ
ー
ル
は
７
月
29
日
㈮
の
13
時
～
７
月

30
日
㈯
ま
で
一
般
開
放
は
あ
り
ま
せ
ん

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

内
容　

自
然
体
験
（
生
物
観
察
会
、
河
川
清

掃
）、魚
釣
り
・
魚
つ
か
み
、
竹
は
し
作
り
、

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
展
示
な
ど

※
そ
う
め
ん
流
し
、
魚
の
塩
焼
き
を
用
意

参
加
料　

大
人
＝
千
円
、
小
人
＝
５
０
０
円

持
参
品　

水
着
、
着
替
え
、
帽
子
、
飲
み
物

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

　

自
転
車
を
持
ち
込
み
乗
車
す
る
こ
と
が
で

き
る
列
車
を
運
行
し
ま
す
。

※
通
常
は
折
り
畳
み
自
転
車
の
み
持
ち
込
み

可
能

日
時　

平
成
29
年
３
月
17
日
㈮
ま
で
の
平
日

清
流
新
岩
国
駅
８
時
50
分
発
の
錦
町
行
き

区
間　

清
流
新
岩
国
駅
～
錦
町
駅
間

持
ち
込
み
料
金　

無
料（
通
常
運
賃
の
み
必

要
）

※
夏
休
み
・
冬
休
み
は
除
き
ま
す
。
団
体
予

約
が
あ
る
と
き
は
持
ち
込
め
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す

申
問
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
錦
川
鉄
道
㈱

☎
72
２
０
０
２

　

　　　  　平成25年12月に改正

　　　　道路交通法が施行され、

　　　　路側帯を通る自転車には

　　　　自動車と同じ左側通行が

義務付けられました。道路交通法

上、自転車は「車両」と位置付け

られていますので、歩道と車道の

区別があるところでは車道を通行

するのが原則です。

　例外として、道路標識や道路標

示で指定された場合や運転者が

13歳未満の子供、70歳以上の高

齢者、体の不自由な人の場合、車

道や交通の状況からみてやむを得

ない場合は、自転車が歩道を通行

できることになっています。ただ

し、あくまでも歩行者が優先です。

　過去には、市内の県道で自転車

に乗って車道上を通行中の高齢者

が、乗用車と衝突し亡くなる交通

事故もありました。自転車に乗る

ときは十分に安全確認をして、無

理のない運転をし

ましょう。

問市民協働推進課

☎㉙5018

　　

　　

　　
Ａ

　　　　　自転車で歩道を走ると

　　　　違反になりますか？

　　

　　

　　
Ｑ

市役所なんでも

　　　　Ｑ＆Ａ
市

知っちょる!?

広告の問い合わせは、㈱ホープ☎092-716-1404

イ
ベ
ン
ト

7 2016.6.15
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定
員　

男
女
各
30
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

男
性
＝
４
千
円　

女
性
＝
３
千
円

（
当
日
徴
収
）

募
集
開
始　

６
月
20
日
㈪　

９
時

申
参
加
者
本
人
が
電
話
で
水
産
港
湾
課

※
後
日
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
連
絡
あ
り

問
水
産
港
湾
課
☎
㉙
５
１
１
８

麻
里
布
分
室 

de

ト
ッ
キ
ー
さ
ん
と
わ
ら
べ
う
た

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

６
月
30
日
㈭　

10
時
30
分
～
11
時

内
容　

親
子
で
わ
ら
べ
う
た
を
楽
し
む

講
師　

加
藤
と
き
え
氏
（
ト
ッ
キ
ー
さ
ん
）

参
加
料　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

※
近
隣
に
有
料
の
駐
車
場
あ
り

お
い
で
ま
せ
山
口
！ 

Ｕ
Ｊ
Ｉ

タ
ー
ン
就
職
説
明
会
（
大
阪
）

対
象　

○
山
口
県
内
へ
の
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を

考
え
て
い
る
求
職
中
の
一
般
の
人　

○
平
成
29
年
３
月
に
卒
業
予
定
の
学
生
（
大

学
、
短
大
、
専
修
学
校
な
ど
）

○
平
成
30
年
３
月
以
降
に
卒
業
予
定
の
学
生

（
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
な
ど
）

日
時　

７
月
３
日
㈰　

13
時
～
16
時

場
所　

ヒ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
オ
フ
ィ

ス
タ
ワ
ー
14
階
（
大
阪
市
北
区
梅
田
２
―
２

―
２
）

参
加
料　

無
料
（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

問
や
ま
ぐ
ち
暮
ら
し
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
―
９
７
６
―
０
２
７
７

豪
華
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
寄
港

　

日
本
最
大
級
の
豪
華
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
の

入
港
に
あ
た
り
、
県
内
特
産
品
の
販
売
や
花

火
の
打
ち
上
げ
を
岩
国
港
内
で
行
い
ま
す
。

日
時　

７
月
５
日
㈫　

７
時
30
分
～
21
時
30

分
（
一
般
開
放
時
間
）

場
所　

岩
国
港　

新
港
埠
頭

イ
ベ
ン
ト　

○
客
船
入
港
イ
ベ
ン
ト
＝
８
時

頃
～　

○
物
産
品
販
売
＝
10
時
～
18
時　

○

篆て
ん
こ
く刻

・
金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
作
り
体
験
＝
13
時

～
18
時　

○
篠し

の
ぶ
え笛

演
奏
・
小こ

ぬ

か糠
踊
り
＝
16
時

30
分
～
17
時
15
分　

○
神
楽
演
舞
＝
18
時
45

分
～
19
時
30
分　

○
花
火
打
ち
上
げ
＝
21
時

～
（
３
分
程
度
）

※
埠
頭
内
は
通
常
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
当
日
の
所
定
時
間
内
は
入
場
可

※
船
内
見
学
は
で
き
ま
せ
ん

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

問
観
光
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
６

岩
国
港
海
の
日
「
銀
河
」
婚
活

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

対
象　

25
歳
～
40
歳
の
独
身
男
女
（
男
性
は

岩
国
市
お
よ
び
和
木
町
近
郊
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
人
）

日
時　

７
月
18
日
㈷　

16
時
に
岩
国
駅
に
集

合
、
受
け
付
け
～
バ
ス
で
岩
国
港
へ
移
動
～

銀
河
乗
船
～
広
島
湾
の
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
～

21
時
に
下
船
、
バ
ス
で
岩
国
駅
へ

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の

イベント情報をお届けします。

中
央
図
書
館
麻
里
布
分
室

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

麻
里
布
町
七
丁
目　

☎
㉒
５
８
４
５

山
陽
本
線

イベント会場

駐車場

客船入港場所
　
●コンビニ

住宅展示場

花火打ち上げ場所

至
岩
国

至
広
島

●岩国港ポートビル

●　

2

広報いわくに



山
口
県
立
美
術
館
所
蔵 

澄
川
喜
一
展

「
全
て
の
原
点
は
錦
帯
橋
か
ら
」

期
間　

６
月
21
日
㈫
～
７
月
５
日
㈫　

10
時

～
17
時
（
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

場
所　

企
画
展
示
ホ
ー
ル

内
容　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
監

修
を
務
め
る
、シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
名
誉
館
長

の
澄
川
喜
一
の
作
品
12
点
が
そ
ろ
う
企
画
展

入
場
料　

無
料

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト（
い
ず
れ
も
入
場
無
料
）

●
山
口
県
立
美
術
館
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク

日
時　

６
月
21
日
㈫ 

○
11
時
～ 

○
14
時
～

●
澄
川
喜
一
ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク

日
時　

７
月
２
日
㈯　

11
時
～

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団 

岩
国
公
演

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
開
館
20
周
年
記
念
を

飾
る
公
演
。
日
本
を
代
表
す
る
指
揮
者
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
最
高
傑

作
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　

７
月
２
日
㈯　

15
時
～
（
開
場
＝
14

時
30
分
）

料
金【
全
席
指
定
】　

○
Ｓ
席
＝
８
千
円

○
Ａ
席
＝
７
千
円
（
学
生
＝
３
５
０
０
円
）

○
Ｂ
席
＝
５
千
円
（
学
生
＝
２
５
０
０
円
）

○
Ｃ
席
＝
４
千
円
（
学
生
＝
２
千
円
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可

※
当
日
は
５
０
０
円
増
し

出
演　

指
揮
＝
井
上
道
義　

ピ
ア
ノ
＝
小
山

実
稚
恵

演
奏
曲
目　

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
／
ヴ
ォ
カ
リ
ー

ズ
、
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
２
番 

ハ
短
調 

作
品

18
番
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
／
交
響
曲
第
４

番 

へ
短
調 

作
品
36
番

科
学
工
作

●
ミ
ク
ロ
生
物
が
目
の
前
に
広
が
る
！　

プ

ラ
ン
ク
ト
ン
万
華
鏡
を
作
ろ
う

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
３
年
生
ま
で
は

保
護
者
同
伴
）

日
時　

７
月
17
日
㈰　

13
時
～
15
時

場
所　

潮
風
公
園
み
な
と
オ
ア
シ
ス
ゆ
う

体
験
学
習
室

定
員　

16
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
容　

ミ
ク
ロ
生
物
が
コ
ロ
コ
ロ
と
転
が
る

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
万
華
鏡
を
作
り
な
が
ら
、
ミ

ク
ロ
生
物
の
不
思
議
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

講
師　

末
友
靖
隆
氏
（
ミ
ク
ロ
生
物
館
）

参
加
料　

２
０
０
円
（
材
料
費
、
付
き
添
い

無
料
）

持
参
品　

筆
記
用
具

募
集
期
間　

６
月
15
日
㈬
～
７
月
10
日
㈰

申
ミ
ク
ロ
生
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

科
学
教
室

●
ヘ
ロ
ン
の
ふ
ん
水
を
作
ろ
う

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

日
時　

７
月
２
日
㈯ 

９
時
30
分
～
11
時
30
分

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

内
容　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
、
水
の
圧

力
を
利
用
し
た
噴
水
を
作
る

募
集
開
始　

６
月
19
日
㈰　

８
時
30
分

●
顕
微
鏡
で
植
物
の
体
を
探
検
し
よ
う

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

日
時　

７
月
９
日
㈯ 

９
時
30
分
～
11
時
30
分

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

内
容　

植
物
の
体
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
、
永

久
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
作
る

募
集
開
始　

６
月
26
日
㈰　

８
時
30
分

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
科
学
セ
ン
タ
ー

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
６
月
13
日
㈪

三
笠
町
一
丁
目　

☎
㉙
１
６
０
０

9 2016.6.15

㊡
月
曜（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎
㉒
０
１
２
２

科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
火
曜

由
宇
町
潮
風
公
園
内　

☎
62
０
１
６
０

ミ
ク
ロ
生
物
館
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【
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
】
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス 

夢

工
房

【
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
】
ク
ラ
フ
ト
レ
モ
ン

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
】
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
ク
ラ
ブ

【
演
劇
】
岩
国
演
劇
研
究
会「
劇
団
の
ん
た
」

【
英
会
話
】
マ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
、
英
会
話
ク
ラ

ブ
Ａ
Ｂ
Ｃ

※
そ
の
他
の
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

【
ペ
ン
習
字
】
ペ
ン
習
字
ク
ラ
ブ

【
華
道
】
池
坊
す
ず
ら
ん
会
、
草
月
華
遊
び

【
茶
道
】
テ
ィ
ー
レ
ッ
ス
ン
ク
ラ
ブ
、
裏
千

家
茶
道
倶
楽
部

【
民
踊
】
第
一
民
踊
ク
ラ
ブ
、
第
二
民
踊
ク

ラ
ブ

【
民
謡
】
岩
国
民
謡
ク
ラ
ブ

【
三
味
線
】
山
口
民
謡
睦
実
会

【
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
】
エ
ン
ジ
ェ
ル
ウ
イ
ン

グ
、
錦
帯
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

【
フ
ラ
メ
ン
コ
】
ラ
ス
・
フ
ロ
ー
レ
ス

【
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
】
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ダ
ン

シ
ン
グ

【
フ
ラ
ダ
ン
ス
】
モ
キ
ハ
ナ
岩
国

【
健
康
体
操
】
矢
野
健
康
体
操
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
岩
国

【
３
Ｂ
体
操
】
３
Ｂ
ロ
ー
ズ

【
合
唱
】
岩
国
女
声
合
唱
団
、
コ
ー
ル
錦

【
大
正
琴
】
大
正
琴
さ
く
ら
会

【
マ
ン
ド
リ
ン
】
岩
国
マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ

【
カ
ラ
オ
ケ
】
あ
ざ
み
歌
謡
ク
ラ
ブ

【
発
明
】
岩
国
発
明
教
室

【
七
宝
焼
】
七
宝
ク
ラ
ブ

【
陶
芸
】
陶
遊
会
、
陶
花
会
、
青
葉
陶
芸
ク

ラ
ブ

【
ロ
ー
ケ
ツ
草
木
染
】
草
樹
会

【
俳
画
】
岩
国
錦
穂
俳
画
会

【
絵
画
】
岩
国
絵
画
ク
ラ
ブ
、
ア
ト
リ
エ
フ

レ
ン
ド
、
絵
画
ク
ラ
ブ
集
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

パ
ス
テ
ル
画
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
パ
ス
テ
ル
画

（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

主
催
教
室

申
問
（
一
財
）
岩
国
市
体
育
協
会
☎
32
７
３
７

２
（
９
時
～
17
時
、
土
・
日
曜
を
除
く
）

●
前
期
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

日
時　

７
月
18
日
㈷
・
25
日
㈪
、
８
月
８
日

㈪　

19
時
～
21
時

場
所　

総
合
体
育
館　

ア
リ
ー
ナ

定
員　

20
人

受
講
料　

千
円
（
当
日
徴
収
）

募
集
期
間　

6
月
15
日
㈬
～
７
月
11
日
㈪

●
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
（
バ
レ

ト
ン
教
室
）
第
２
期

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

女
性
で
、
運
動
制
限
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時　

７
月
１
日
㈮
～
９
月
30
日
㈮
の
毎
週

金
曜
（
７
月
22
日
・
29
日
、
８
月
12
日
、
９

月
９
日
は
除
く
）
10
時
～
（
全
10
回
）

場
所　

総
合
体
育
館　

武
道
場　
　

定
員　

５
人

受
講
料　

４
千
円

募
集
期
間　

６
月
15
日
㈬
～
24
日
㈮

●
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

運
動
制
限
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時　

６
月
20
日
㈪
～
７
月
25
日
㈪
の
毎
週

月
曜（
７
月
18
日
は
除
く
）19
時
～（
全
５
回
）

場
所　

総
合
体
育
館　

武
道
場

定
員　

15
人

内
容　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
、自
宅

で
も
で
き
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
紹
介
・
実
践

受
講
料　

２
千
円
（
当
日
徴
収
）

募
集
期
間　

６
月
20
日
㈪
ま
で

自
主
活
動
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

中
央
公
民
館
や
地
域
の
分
館
な
ど
で
は
多

く
の
人
が
自
主
活
動
ク
ラ
ブ
を
作
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

●
中
央
公
民
館

【
吟
詠
】
光
玉
流
吟
詠
ひ
ま
わ
り
会
、
水
府

流
吟
道
翆
風
会
、
吟
道
天
水
流
吟
詠
会
、
光

風
流
山
陽
吟
詠
会
城
山
支
部

【
俳
句
】
岩
国
若
葉
会
、
対
岸
俳
句
会

【
川
柳
】
岩
国
川
柳
会

【
短
歌
】
岩
国
青
潮
短
歌
会
、
青
潮
岩
国
西

短
歌
会
、
青
潮
岩
国
花
一
束
短
歌
会

【
書
道
】
夜
間
書
道
ク
ラ
ブ

　
　

一　

旅
人
の
し
る
べ
と
な
り

　
　
　
　

輝
や
か
に　

大
河
を
渡
る

　
　
　
　

錦
帯
橋

　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
の
誇
り
を

　
　
　
　
　
　

翼
に
か
え
て

　
　
　
　
　
　

子
供
た
ち
は
羽
を
ひ
ろ
げ

　
　
　
　
　
　

飛
び
立
つ　
　

　
　
　
　
　
　

遠
い
夢
を
追
い
か
け
て

　
　

二　

大
空
の
光
浴
び
て

　
　
　
　

き
ら
ら
か
に
大
地
に
横
た
う

　
　
　
　

錦
川

　
　
　
　
　
　

せ
せ
ら
ぎ
の
歌
が

　
　
　
　
　
　

心
を
つ
な
ぎ

　
　
　
　
　
　

同
じ
恵
み
分
け
合
い
な
が
ら　
　

　
　
　
　
　
　

生
き
て
る

　
　
　
　
　
　

美
し
い
こ
の
街
で

岩
国
市
歌　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

詩　
　

村
田
さ
ち
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

曲　
　

池
辺
晋
一
郎

広報いわくに

㊡
祝
日

岩
国
四
丁
目　

☎
43
０
１
７
４

中
央
公
民
館

㊡
６
月
29
日
㈬

平
田
一
丁
目　

☎
32
７
４
１
１

岩
国
運
動
公
園
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環
境
美
化
活
動
と
い
う
と
、
ま
ず
は
ご
み
拾
い
や

溝
掃
除
な
ど
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
自
然
豊
か
な
ま
ち
を
未
来
ま
で
守
り
、
良

好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
、
１
人
で
行
う
こ
と
は
難
し
く
、

多
く
の
人
が
取
り
組
む
こ
と
で
よ
り
効
果
的
と
な
り

ま
す
。
や
ま
ぐ
ち
環
境
美
化
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
簡
単

に
環
境
美
化
情
報
を
発
信
・
入
手
で
き
ま
す
の
で
、

活
動
へ
の
参
加
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
市
で
は
、
環
境
美
化
活
動
に
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
市
民
や
団
体
に
対
し
、
表
彰
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

未
来
に
美
し
い
岩
国
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

　

東
京
な
ど
大
都
市
圏
で
は
、
都
市
部
の
気

温
が
郊
外
に
比
べ
て
高
く
な
る
現
象
が
み
ら

れ
ま
す
。
等
温
線
を
結
ぶ
と
都
市
部
が
島
状

に
な
る
こ
と
か
ら
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
現
象
が
起

こ
る
主
な
要
因
は
次
の
３
つ
で
す
。

①
緑
地
の
減
少
・
人
工
被
覆
化

　

都
市
化
が
進
む
と
緑
地
が
減
少
し
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
物
が

増
加
し
ま
す
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
の
表
面

は
、
真
夏
の
日
中
で
は
50
℃
以
上
の
高
温
に

達
し
、
周
り
の
空
気
を
よ
り
暖
め
ま
す
。

②
中
高
層
建
物
の
密
集
化
に
よ
る
影
響

　

高
層
ビ
ル
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
こ
と
で
風
通

し
が
悪
く
な
り
、
熱
が
こ
も
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
夜
間
に
熱
が
上
空
に
逃
げ
に
く

く
も
な
り
ま
す
。

③
人
工
排
熱
の
増
加

　

建
物
の
空
調
機
器
や
工
場
・
自
動
車
の
排

気
ガ
ス
な
ど
か
ら
熱
が
放
出
さ
れ
て
、
気
温

上
昇
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

●
都
市
の
温
暖
化
と
熱
中
症
対
策

　

「
地
球
温
暖
化
」
と
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
」
の
影
響
に
よ
り
、
大
都
市
だ
け
で

な
く
地
方
都
市
も
気
温
が
ま
す
ま
す
上
昇
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
こ

れ
か
ら
本
格
的
に
暑
い
夏
を
迎
え
る
に
あ
た

り
熱
中
症
へ
の
対
策
は
極
め
て
重
要
で
す
。

す
だ
れ
や
よ
し
ず
な
ど
で
日
差
し
を
和
ら
げ

た
り
、
適
度
に
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
室
内
の
温
度
や
湿
度
を
適
切
に

管
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
ま
め
に
水

分
補
給
す
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

2016.6.15

も
う
一
つ
の
温
暖
化　

～
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
～ 

■ごみ処理家計簿

減 量 効 果 ４月分(前年同月比）

増　

減

処 理 費 用 換 算 －471万円

排出量（１人１日当たり） 887g (－35g）

処理費用は、処理に要する経費と排出量から単純に計算したもの で、
実際の金額とは異なります

６
月
は
県
民
一
斉
環
境
美
化
活
動
促
進
期
間
で
す

▲やまぐち環境美化情報ネット
　ワークのホームページ
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市
外
に
住
所
を
置
く
学
生
は

　
　
　

毎
年
届
け
出
が
必
要
で
す

　平成28年度の保険料率は前年度より増額となります。保険料や納付方法は、６月中旬に世帯主へ通知します。

保険料の軽減は、前年の所得に応じて自動的に行います。軽減割合は 6 月中旬に送付する通知書で確認して

ください。

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
に
は

　
　
　
　
　

手
続
き
が
必
要
で
す

所
得
は
毎
年
必
ず

　
　
　
　
　

申
告
し
て
く
だ
さ
い

失
業
等
給
付
を
受
け
る
人
は

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

勤
務
先
の
保
険
へ
加
入
し
た
、
ま
た
そ

の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
脱

退
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
動
的
に
脱
退
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
、
正

確
な
国
民
健
康
保
険
料
の
計
算
や
、
所
得

が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
に
お
け
る
保
険

料
の
一
部
軽
減
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

収
入
の
な
い
人
や
、
障
害
年
金
・
遺
族

年
金
な
ど
非
課
税
年
金
収
入
の
み
の
人
お

よ
び
そ
の
家
族
に
つ
い
て
も
、
申
告
が
必

要
で
す
。

　

扶
養
義
務
者
が
岩
国
市
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
場
合
、
学
生
が
学
校
に
通
学

す
る
た
め
岩
国
市
か
ら
転
出
し
て
も
、
特

例
で
岩
国
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
と
な

り
ま
す
。

　

届
け
出
は
、
そ
の
人
が
学
生
で
な
く
な

る
ま
で
毎
年
必
要
で
す
。
今
年
度
の
手
続

き
を
ま
だ
し
て
い
な
い
人
は
早
急
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

解
雇
な
ど
に
よ
り
会
社
な
ど
を
離
職

し
、
65
歳
未
満
で
雇
用
保
険
の
失
業
等
給

付
を
受
け
る
人
（
特
定
受
給
資
格
者
ま
た

は
特
定
理
由
離
職
者
）
は
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
を
提
示
し
申
請
す
る
と
保
険

料
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

８
月
の
更
新
を
前
に
、
新
し
い
国
民
健

康
保
険
証
を
７
月
中
旬
に
簡
易
書
留
郵
便

で
送
付
し
ま
す
。　

　

世
帯
の
加
入
者
全
員
の
保
険
証
を
世
帯

主
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
古
い
保
険
証
は
、

各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
を
７
月
中
旬
に

　
　
　
　
　
　
　
　

送
付
し
ま
す

平成28年度 国民健康保険料が決定しました

平成28年度
国民健康保険料 医療分保険料

所得割額

均等割額

平等割額 ( 世帯単位）

最高限度額

各加入者の前年所得 基礎控除
平成27年１月～ 12月までの所得 33万円

－

所得割率 9.2％

25,920円

24,480円

世帯の加入者数

54万円

×

× × ×

＋ ＋ ＋

× ×

＋ ＋ ＋

＝ ＝ ＝

  後期高齢者
支援分保険料

介護分保険料

一世帯当たりの国民健康保険料（年額）

※ 40歳～ 64歳のみ

9.0％→

5,760円→

6,120円→

52万円→

ジェネリック医薬品希

望カードがシールに変

わりました。シールを

貼るときは保険証の表

面に貼ってください。

17万円→ 19万円

2.4％

7,200円

6,000円

2.3％

7,680円

5,160円

16万円

申し込み・問い合わせ　保険年金課　☎ 29－5084、総合支所、支所

世帯の加入者数 世帯の加入者数

みほん

2.1％→
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平成28年度 後期高齢者医療保険料が決定しました

一人当たりの
後期高齢者医療
保険料 ( 年額 )

☆75歳の誕生日から、生活保護受給者などの人以外は後期高齢者医療保険に全員加入します ( 手続不要 )

☆加入は個人単位で、保険証と被保険者番号は 1人に１つです

☆医療費の自己負担割合は、1割または 3割です

平成28年度 後期高齢者医療保険料

対
象
と
な
る
障
害

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　平成28年度の保険料率は前年度より増額となります。保険料や納付方法は、７月中旬に被保険者へ通知し

ます。保険料の軽減は、前年の所得に応じて自動的に行います。軽減割合は７月中旬に送付する通知書で確認

してください。

点
字
シ
ー
ル
を
希
望
す
る
人
は

　

希
望
す
る
人
に
は
点
字
シ
ー
ル
（
封
筒

に
「
保
険
証
在
中
」、被
保
険
者
証
に
「
保

険
証
」
と
点
字
印
刷
し
た
も
の
）
を
貼
り
、

送
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

６
月
24
日
㈮
ま
で
に
保
険
年
金
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
ま
で
に
点
字
シ
ー
ル
を
希
望
し
た

人
に
は
、
引
き
続
き
点
字
シ
ー
ル
を
貼
っ

て
送
付
し
ま
す
。

　

８
月
の
更
新
を
前
に
、
新
し
い
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
７
月
中
旬
に
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
古
い
保
険
証
は
、

各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
を
７
月
中
旬
に　

　
　
　
　
　
　
　
　

送
付
し
ま
す

65
歳
～
74
歳
の
障
害
の
あ
る
人

　

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は
、
障
害
の

程
度
に
よ
り
申
請
に
基
づ
き
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
74
歳
ま
で
の
人
は
認
定
を
受
け
た

後
で
も
、
申
し
出
に
よ
り
撤
回
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
国
民
年
金
法
な
ど
に
お
け
る
障
害
年
金

１
・
２
級　

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３

級
お
よ
び
４
級
の
一
部　

○
療
育
手
帳
Ａ

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

○
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
書
類　

（
国
民
年
金
証
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
）
○
現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
被

保
険
者
証　

○
印
鑑　

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
手
続
き
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
の
記
入
が
必
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

52,390円

均等割額 所得割額

＝ ＋
前年所得

平成27年１月～

12月までの所得

基礎控除

33万円

所得割率

10.52％－ ×

保険証は宛先と同じ台紙

に印刷されていますの

で、切り取って使用して

ください。

申し込み・問い合わせ　保険年金課　☎ 29－5084、総合支所、支所

50,431円

↑ ↑

10.17％

最高限度額57万円

　保険料が年金から天引きされている人も、申し出により口座振替へ変更できます。口座振替に変更すると口

座名義人の社会保険料控除額が増えることにより、世帯全体で見たときに所得税・住民税が減額になる場合が

あります。
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平
成
10
年
７
月
11
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
28
年
３
月
21

日
以
前
か
ら
岩
国
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
、
引
き
続
き
市

内
に
住
ん
で
い
る
人

７
月
10
日
㈰　

７
時
～
20
時

柱
島
投
票
区
は
、
７
月
９
日
㈯　

８
時
～
19
時

※
投
票
区
に
よ
っ
て
投
票
時
間
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
投
票
所
入
場

整
理
券
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載
さ

れ
て
い
る
投
票
所
で
行
い
ま
す
。

※
麻
里
布
第
二
投
票
所
（
麻
里
布

自
治
会
館
）
で
投
票
す
る
人
は
、

投
票
所
隣
の
麻
里
布
駐
車
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
所
受
付

で
駐
車
券
を
提
示
す
る
と
、
無
料

駐
車
券
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

●
投
票
所
の
変
更

○
門
前
投
票
区
の
「
門
前
供
用
会

館
」
が
「
愛
宕
供
用
会
館
」
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

○（
旧
）由
宇
中
部
投
票
区
の
「
田

高
多
集
会
所
」
が
由
宇
南
部
投
票

区
の
「
由
宇
原
集
会
所
」
に
変
更

と
な
り
ま
す
。

○（
旧
）
四
馬
神
第
二
投
票
区
の

「
高
ヶ
原
多
目
的
集
会
所
」が（
新
）

四
馬
神
投
票
区
の
「
美
川
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
」

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

○（
旧
）根
笠
第
二
投
票
区
の
「
美

川
林
業
セ
ン
タ
ー
」
が（
新
）根
笠

投
票
区
の
「
渡
里
自
治
会
館
」
に

変
更
と
な
り
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
有
権

者
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。
投
票
に

行
く
際
に
は
、
忘
れ
ず
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
所
入
場
整
理
券
を
紛
失
し

た
場
合
は
、
本
人
と
確
認
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険

証
な
ど
）
を
持
参
し
、
投
票
所
で

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

　

身
体
の
障
害
な
ど
で
自
書
や
投

票
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
係
員
が
、
代
筆
や
投
票
を

行
い
ま
す
。

※
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

　

点
字
投
票
す
る
人
は
、
投
票
所

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

候
補
者
の
氏
名
・
政
見
・
経
歴

な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
発

行
し
ま
す
。
こ
の
公
報
は
、
新
聞

朝
刊
（
朝
日
新
聞
・
中
国
新
聞
・

日
本
経
済
新
聞
・
毎
日
新
聞
・
読

売
新
聞
）
に
折
り
込
み
ま
す
。

　

新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
人
な

ど
に
は
郵
送
し
ま
す
の
で
、
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

14

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

投
票
日
は
７
月
10
日
㈰　
　

　

こ
の
選
挙
は
、
皆
さ
ん
の
意
思
や
意
見
を
国
の
政
治
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
選
挙

で
す
。
あ
な
た
の
声
が
国
政
に
届
く
よ
う
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
（
選
挙
権
年
齢
は

18
歳
以
上
で
す
）。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
㉙
５
２
４
０

投　

票

投
票
で
き
る
人

投
票
日
時

投
票
場
所

投
票
所
入
場
整
理
券

代
理
投
票

点
字
投
票

柱
島
投
票
区
は
７
月
９
日
㈯

選
挙
公
報
の
配
布

18 歳から

　　　投票できるよ！
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選
挙
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
制
度
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
投
票
所
入
場
整
理
券
が
届

い
て
い
る
場
合
は
、
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
整
理
券
の
裏
面
の

期
日
前
投
票
宣
誓
書
に
、
事
前
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
持
参
す
る

と
、
受
け
付
け
が
早
く
済
み
ま
す
。

※
市
役
所
ま
た
は
総
合
支
所
、
支

所
の
期
日
前
投
票
所
で
は
、
市
内

全
投
票
区
の
人
が
期
日
前
投
票
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

●
期
日
前
投
票
所

【
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
】

期
間　

６
月
23
日
㈭
～
７
月
９
日

㈯時
間　

８
時
30
分
～
20
時

【
総
合
支
所
・
支
所
】

期
間　

７
月
３
日
㈰
～
９
日
㈯

時
間　

８
時
30
分
～
20
時

場
所

○
由
宇
文
化
会
館
学
習
室

○
玖
珂
公
民
館
１
階
会
議
室

○
周
東
総
合
支
所
別
館
会
議
室

○
錦
総
合
支
所
会
議
室

○
美
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
ロ
ビ
ー

○
美
和
総
合
支
所
１
階
会
議
室

○
本
郷
ふ
る
さ
と
交
流
館

【
柱
島
出
張
所
】

期
間　

７
月
４
日
㈪
～
８
日
㈮

時
間　

８
時
30
分
～
17
時

※
柱
島
投
票
区
の
人
の
み

【
端
島
集
会
所
】

日
時 

７
月
６
日
㈬　

14
時
～
15
時

※
端
島
地
区
の
人
の
み

【
黒
島
ふ
れ
あ
い
の
家
】

日
時 
７
月
６
日
㈬　

11
時
～
12
時

※
黒
島
地
区
の
人
の
み

【
叶
木
公
会
堂
】

日
時 

７
月
６
日
㈬　

10
時
～
11
時

※
叶
木
地
区
の
人
の
み

【
持
ヶ
峠
自
治
会
集
会
所
】

日
時 

７
月
７
日
㈭　

10
時
～
11
時

※
小
瀬
（
持
ヶ
峠
・
沼
田
ヶ
原
・

丸
田
）
地
区
の
人
の
み

【
樋
ノ
口
集
会
所
】

日
時 

７
月
７
日
㈭　

10
時
～
11
時

※
小
瀬
（
亀
ヶ
迫
・
矢
細
工
・
柏

山
・
樋
ノ
口
・
上
迫
・
水
口
）
地

区
の
人
の
み

【
そ
の
他
】

　

由
宇
・
錦
・
美
和
総
合
支
所
管

内
、
美
川
・
本
郷
支
所
管
内
の
投

票
所
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
合

支
所
・
支
所
で
発
行
す
る
お
知
ら

せ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

重
度
の
身
体
障
害
者
や
戦

傷
病
者
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者

で
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
行
す

る
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
持
つ
人

※
詳
細
は
別
表
１
の
と
お
り

請
求
期
間　

７
月
６
日
㈬　

17
時

ま
で

●
代
理
記
載
制
度

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

対
象
者
で
、
投
票
用
紙
に
自
ら
記

載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け

出
た
人
に
投
票
に
関
す
る
記
載
を

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳　

上
肢
ま
た

は
視
覚
の
障
害
が
１
級
の
人

②
戦
傷
病
者
手
帳　

上
肢
ま
た
は

視
覚
の
障
害
が
特
別
項
症
か
ら
第

二
項
症
の
人

※
手
続
き
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
よ
う
指

定
さ
れ
た
病
院
・
施
設
な
ど
に
入

院
（
所
）
中
で
、
投
票
所
に
行
っ

て
投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者

投
票
を
し
た
い
旨
を
そ
の
病
院
ま

た
は
施
設
の
管
理
者
（
病
院
長
な

ど
）
に
申
し
出
れ
ば
、
そ
の
施
設

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
10
日
㈰　

21
時
20
分

～
（
予
定
）

場
所　

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

（
平
田
一
丁
目
40
―
１
）

　

選
挙
に
伴
い
、
投
票
所
・
開
票

所
と
し
て
使
用
す
る
施
設
で
は
、

臨
時
休
館
ま
た
は
利
用
制
限
を
し

ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り
】

７
月
10
日
㈰
は
臨
時
休
館

問
☎
㉔
０
８
８
８　

【
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
】

７
月
10
日
㈰　

18
時
以
降
は
利
用

不
可

問
☎
32
７
４
１
１

【
玖
珂
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
】

７
月
10
日
㈰
は
臨
時
休
館

問
☎
82
６
５
１
１

投票日は７月10日㈰　柱島投票区は７月９日㈯

15

期
日
前
投
票

郵
便
な
ど
に
よ
る

　
　

不
在
者
投
票

身体障害者手帳を持っている人

両下肢・体幹などの機能障害 １級または２級

内臓障害（心臓・腎臓障害など） １級または３級

免疫・肝臓の障害 １級から３級

戦傷病者手帳を持っている人

両下肢・体幹などの機能障害 特別項症から第二項症まで

内臓障害（心臓・肝臓障害など） 特別項症から第三項症まで

介護保険の被保険者証

要介護状態区分 要介護５

【別表１】郵便等投票証明書対象者

病
院
・
施
設
な
ど

で
の
不
在
者
投
票

開　

票

施
設
の
臨
時
休
館

　
　

と
利
用
制
限



くらしの相談窓口
皆さまの困りごとや心配事に

お答えします。
お気軽にご相談ください。

市政相談

市政に対するご意見やご要望など

毎週月～金曜（市政相談室）

問市政相談室☎㉙5017、 　㉒2866

ciwakuni＠city.iwakuni.lg.jp

無料法律相談

７月 7日㈭　9時～16時 定員16人（市役所4階相談室）

７月21日㈭　9時～12時 定員 8人（市役所4階相談室）

※前日の９時から予約受け付け（先着順）

※１人20分間

問予約専用☎㉒0320、市政相談室☎㉙5017

７月26日㈫　10時～12時 （社会福祉協議会由宇支部）

問社会福祉協議会由宇支部☎633022（要予約）

有料法律相談

毎週火曜　15時30分～18時　※１人30分間 5千円

（山口県弁護士会岩国地区会館）

※交通事故相談（第1・3木曜）15時30分～18時は無料

問山口県弁護士会岩国地区会岩国法律相談セン

ター☎432183

法テラス

無料法律相談などの民事法律扶助について

毎週月～土曜　9時～21時　　※土曜は17時まで

問 ☎0570-078374、☎03-6745-5600(PHS・IP)

司法書士法律相談

毎月第２・４土曜　13時～17時（岩国市福祉会館）

問山口県司法書士会☎083－924－5220(要予約)

行政相談（行政相談委員）

国の行政に関するご意見やご要望など

７月 4日㈪　9時～12時（錦ふるさとセンター)

問錦総合支所地域振興課☎722110

７月 6日㈬　9時～12時（玖珂福祉センター)

問玖珂総合支所地域振興課☎822511

７月 6日㈬　9時～12時（周東中田公民館)

問周東総合支所地域振興課☎841111

７月14日㈭　9時～12時（美和老人福祉センター)

問美和総合支所地域振興課☎961111

７月14日㈭ 10時～12時（市役所４階相談室）

７月28日㈭ 10時～12時（市役所４階相談室）

問市政相談室☎㉙5017

７月20日㈬　9時30分～12時（本郷ふるさと交流館)

問本郷支所地域振興班☎752311

FAX

16広報いわくに

行政書士無料相談

遺言、相続、農地の転用など

７月 6日㈬　9時～12時（玖珂福祉センター)

７月 6日㈬ 13時30分～16時（周東中央公民館)

７月14日㈭ 13時30分～15時30分（市役所4階相談室)

問山口県行政書士会岩国支部☎824695

土地家屋調査士・司法書士合同無料相談

境界、建物調査測量、登記申請、相続など

７月20日㈬　9時～12時（市役所４階相談室）

※予約不要（先着順）

問山口県土地家屋調査士会岩国支部☎㉓0348

山口県司法書士会岩国支部☎843918

社会保険労務士無料相談

年金、健康・雇用保険、労働条件など

７月 1日㈮ 10時～12時（市役所４階相談室）

問山口県社会保険労務士会岩国支部☎328547 

男女共同参画相談

配偶者・パートナーからの暴力など

毎週月～金曜（男女共同参画室）

問相談専用☎㉙1155、男女共同参画室☎㉙5340

母子・寡婦・要保護児童の相談

毎週月～金曜（家庭児童相談室）

問家庭児童相談室☎㉙5076

ヤングテレホン

非行・いじめ、学業、家庭、交友、健康など

毎週月～金曜（青少年課）

問青少年課☎430900、　 0120-22-7830携帯不可

就職相談（キャリアカウンセリング）

７月 1日㈮、 15日㈮  9時～16時50分 定員 5人　

（岩国県民局）

問岩国県民局☎㉙1506（要予約）

若年無業者（15歳～39歳）の講座・適職診断・心理面談

７月 7日㈭、　8日㈮、21日㈭（中央公民館）

問しゅうなん若者サポートステーション

☎0834－27－6270（要予約）

労働相談

毎週水曜 9時～17時（こども館２階）

問労働相談窓口☎㉒0160

　　　　　こころの健康相談

７月 7日㈭ 14時～16時（岩国市保健センター）

問岩国市保健センター☎㉔3751（要予約）

家族介護者相談

７月11日㈪　9時30分～11時30分

（岩国市保健センター内・由宇保健センター内・

周東保健センター内・美川保健センター内）

問地域包括ケア推進課☎㉙2566
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認知症相談会

７月 4日㈪　 10時～12時（由宇保健センター内）

７月 5日㈫　 10時～12時（美川保健センター内）

７月11日㈪　 10時～12時（周東保健センター内）

７月12日㈫　 10時～12時（岩国市保健センター内）

７月19日㈫　 10時～12時（岩国市役所内）

問地域包括ケア推進課☎㉙2566

消費生活相談 (市）

毎週月～金曜　8時30分～17時15分

問消費生活センター☎㉒1157

消費生活相談（県）

毎週月～土曜　8時30分～19時　※土曜は17時まで

　　　　　　  （消費生活センター相談コーナー）

問山口県消費生活センター☎083－924－0999

人権相談

差別問題、悩みごとなど

法務局職員　毎週月～金曜　8時30分～17時15分

人権擁護委員　毎週月・水・金曜　9時～16時

（法務局常設相談所）

７月 6日㈬　9時～15時（柱島供用会館）

問山口地方法務局岩国支局☎431125

心配ごと相談

日常生活の中での困りごとや心配ごとなど

毎週火曜　 13時～16時30分（岩国市福祉会館）

問社会福祉協議会岩国支部☎㉒5877

７月11日㈪ 10時～11時30分（周東中央福祉会館）

問社会福祉協議会周東支部☎841100

７月12日㈫ 10時～12時（社会福祉協議会由宇支部）

問社会福祉協議会由宇支部☎633022

７月13日㈬　9時30分～12時（玖珂福祉センター）

問社会福祉協議会玖珂支部☎823231

７月14日㈭　9時～12時（美和老人福祉センター）

問社会福祉協議会美和支部☎960600

７月15日㈮　9時～12時（錦公民館）

問社会福祉協議会錦支部☎722211

７月20日㈬　9時30分～12時

（本郷福祉サービスセンター）

問社会福祉協議会本郷支部☎752355

警察安全相談

毎週月～金曜（警察安全相談課）

問岩国警察署☎㉔0110 

補聴器相談

７月 4日㈪　9時30分～12時（錦公民館）

問社会福祉協議会錦支部☎722211 

交通事故相談

毎週月～金曜　8時30分～17時

　　　　　　　　　  （山口県総合交通センター）

問山口県交通事故相談所☎083－973－2316

山口県よろず支援拠点による出張相談会

中小企業、小規模事業者の経営上の相談

７月27日㈬　 9時30分～16時30分

（市役所４階41相談室）

※前日まで予約受け付け、先着４事業者

問商工振興課☎㉙5110
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　社会福祉関係団体の職員を名乗る人物か

ら電話があり、地震被災地への義援金を振

り込むように依頼された。

　公的機関が各家庭に電話で義援金の振り

込みを要求することは考えられないので注

意が必要。振込先の口座名義をきちんと確

認し、募金先が信頼できる団体かどうか、

活動状況や募金の使途をよく確認するよう

助言した。

　2011年の東日本大震災の時は「市役所

の職員を名乗り、義援金の振り込みを依頼

する電話があった」「社会福祉関係団体を

名乗り、義援金の訪問集金を行うという電

話があった」といった相談が寄せられてお

り、熊本地震においても地震被災者への義

援金を募る活動に便乗し、お金をだまし取

る詐欺行為が広がるおそれがあります。

　公的機関が電話や自宅訪問で、義援金な

どの振り込みを要求することは考えられな

いため、少しでも不安を感じたら、すぐに

警察か消費生活センターに相談してくださ

い。

問消費生活センター☎㉒1157

消費生活

ワンポイント

講座

トラブルの対処法をアドバイス

123. 義援金の振り込みを
　　　　　　要求する詐欺にご注意！

相談内容

今回の助言

ワンポイントアドバイス
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後
、
有
効
な
治
療
薬
が
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
で
も
昭
和
23
年
に
治
療
薬
が

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ハ
ン
セ
ン

病
は
治
る
病
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
、
ハ

ン
セ
ン
病
は
優
生
保
護
法
の
対
象
疾
患

と
な
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
は
子
孫
を

残
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
日

本
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
へ
の
差
別
が

引
き
続
き
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
に
ら
い
予
防
法
が
廃
止
さ

れ
る
ま
で
隔
離
が
長
く
続
い
た
結
果
、

そ
の
後
も
回
復
者
の
人
権
回
復
は
な
か

な
か
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　

偏
見
を
な
く
す
た
め
に
は
、
私
た
ち

が
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

放映：６月27日㈪
                        ～７月３日㈰

『ローラースキー』
　　　知っていますか？

　ローラースキーや７月に本郷町で

開催される全日本選抜ローラース

キー羅漢山大会について紹介

放映：７月11日㈪
                                   ～17日㈰

　中国５県で開催される高校総体の

うち、岩国市で開催されるフェンシ

ング競技、カヌー競技について紹介

高校総体フェンシング競
技、カヌー競技開催！

広報いわくに

　

ら
い
予
防
法
廃
止
か
ら
20
年
が
経
ち

ま
す
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
苦
し

み
が
今
も
続
い
て
い
る
こ
と
を
、
皆
さ

ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

故
郷
に
帰
れ
な
い
、
家
族
と
交
流
が

で
き
な
い
、
医
療
機
関
に
通
え
な
い
、

本
名
を
名
乗
れ
な
い
な
ど
の
苦
し
み
が

続
い
て
い
る
ほ
か
、
回
復
者
家
族
も
回

復
者
と
の
関
係
を
隠
し
て
暮
ら
す
な
ど
、

同
様
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
な
ぜ
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　

原
因
は
、
国
が
昭
和
６
年
に
「
ら
い

予
防
法
」
を
制
定
し
、
全
て
の
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
を
療
養
所
に
隔
離
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
政
策
を
と
っ
た
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
当
時
は
、
ハ
ン
セ
ン

病
は
治
ら
な
い
病
気
で
し
た
が
、
そ
の

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
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１
５
０
年
前
の
慶
応
２（
１
８
６
６
）年
６

月
、
江
戸
幕
府
を
中
心
と
し
た
征

せ
い
ち
ょ
う長

軍
と
長

州
藩
に
よ
る
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
現
在
「
第
二
次
長
州
出
兵
」「
第
二
次

幕ば
く
ち
ょ
う長

戦
争
」と
呼
ば
れ
、
山
口
県
で
は
、
長

州
藩
の
４

※

カ
所
の
国
境
地
域
が
戦
場
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
「
四し

き
ょ
う境

戦
争
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
四
境
戦
争
は
長
州
藩
の
勝
利
で
終

わ
り
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
と
新
し
い
時
代
を

迎
え
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

岩
国
か
ら
も
多
く
出
兵
し
た
芸
州
口
の
戦

い
は
、
６
月
14
日
に
始
ま
り
ま
し
た
。
芸
州

口
で
は
、
か
つ
て
は
征
長
軍
５
万
と
長
州
藩

千
が
戦
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
の
研
究
で
は
征
長
軍
は
２
万
５
千
程
度
、

長
州
藩
は
２
千
程
度
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
実
際
の
人
数
は
は
っ
き
り
と
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
征
長

軍
の
方
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
で
は
、
数
で
劣
る
長
州
藩
が
勝
利

で
き
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
長
州
藩
の

武
器
と
戦
術
を
見
て
み
る
と
そ
の
理
由
の
一

つ
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。

　

武
器
に
つ
い
て
は
、
彦
根
藩（
征
長
軍
の

一
軍
）
か
ら
奪
っ
た
銃
な
ど
の
戦
利
品
に
つ

い
て
、
長
州
藩
に
と
っ
て
は
「
無
用
の
品
」

だ
っ
た
と
す
る
記
録
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
一
部
で
は
長
州
藩
が
上
回
っ
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
征
長
軍
全
体

で
考
え
る
と
、
小
銃
や
大
砲
の
数
も
で
す
が
、

強
力
な
軍
艦
を
持
っ
て
い
た
征
長
軍
の
方
が

総
合
的
に
は
勝ま

さ

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

武
器
だ
け
で
は
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

戦
術
に
つ
い
て
は
、長
州
藩
で
は
散
兵（
兵

を
広
く
散
開
さ
せ
て
戦
う
方
法
）
と
い
う
戦

術
で
、
数
で
勝
る
征
長
軍
に
対
抗
し
ま
し
た
。

こ
の
戦
術
の
実
現
に
は
、
個
々
の
効
率
的
な

動
き
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
指
揮
官
だ
け
で

な
く
全
て
の
兵
士
が
戦
術
を
理
解
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
長
州
藩
で
は
、
徹
底
的
な

訓
練
に
よ
り
こ
れ
を
実
現
し
、
ま
た
、
そ
れ

が
同
時
に
最
新
鋭
の
武
器
を
征
長
軍
よ
り
有

効
に
活
か
す
結
果
を
生
み
ま
し
た
。

　

良
い
「
モ
ノ
」
が
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
を
「
ヒ
ト
」
が
効
果
的
に
扱
っ
た
こ
と

が
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
で
す
。

岩
いわくにちょうこかん

国徴古館

１
５
０
年
前
の
戦
争　

芸
州
口
の
戦
い

※（　）内は平成 28 年累計

広報テレホン

目の不自由な人へ

４月分事故件数　37件 (148件)　死者数 ０ 人( ０人)　傷者数　41人 (179人)　

人口　139,161 人 男性　65,945 人　　女性　73,216 人【前月比 ＋ 240人】

世帯　66,484 世帯 ※外国人人口を含む（平成28年５月１日現在）【前月比 ＋ 250世帯】

※
広
島
（
安
芸
）
と
の
国
境
で

あ
る
芸
州
口
、
島
根
（
石
見
）

と
の
国
境
で
あ
る
石
州
口
、
四

国
と
の
国
境
で
あ
る
大
島
口
、

福
岡
と
の
国
境
で
あ
る
小
倉
口

『
芸
州
小
瀬
川
合
戦
略
図
』

征
長
軍
側
が
書
い
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
長
州
藩
は
賊
軍
と
書

か
れ
て
い
る
。
―
に
「
賊
ハ
散

兵
ニ
テ
、井
伊
家
ハ
連
隊
ナ
リ
」

と
記
し
て
あ
り
、
長
州
藩
と
征

長
軍
の
戦
術
の
違
い
が
分
か
る

2016.6.15
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７月１日㈮　錦中央・整形外科　　　　　

　　４日㈪　錦中央・整形外科（午前）

　　　　　　美和・眼科（午前）

　　５日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）

　　６日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）

　　７日㈭　錦中央・眼科（午前）

　　11日㈪　錦中央・整形外科（午前）、脳外科(午後）

　　　　　　美和・眼科（午前）

　　12日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）

　　13日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）

　　　　　　美和・整形外科（午前）

　　14日㈭　錦中央・皮膚科（午前）、眼科（午前）

まるひさ眼科　　　　尾津町二丁目　　☎345333

岩本医院　　　　　　周東町下久原　　☎840011

                                        

　

正木耳鼻咽喉科　　　錦見六丁目　　　☎433399

玖珂クリニック　　　玖珂町5144        ☎826611

米田歯科医院　　　　玖珂町857          ☎826551

小幡眼科医院　　　　岩国一丁目　　　☎430245

近藤医院　　　　　　美和町佐坂　　　☎950070

林歯科医院　　　　　玖珂町5063        ☎825885

　　15日㈮　錦中央・整形外科

　　19日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）

　　20日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）

　　21日㈭　錦中央・眼科（午前）

　　22日㈮　錦中央・整形外科

　　25日㈪　錦中央・整形外科（午前）、脳外科(午後）

　　　　　　美和・眼科（午前）

　　26日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）

　　27日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）

　　　　　　美和・整形外科（午前）

　　28日㈭　錦中央・眼科（午前）

　　29日㈮　錦中央・整形外科

　

　　　　　

※上記は変更になる場合があります。

　23時～翌日8時の受診

について、4,320円の負担

をお願いしています。

　救急医療を守るために

ご理解をお願いします。

○医師会病院ＨＰ
http://www.d4.dion.ne.jp/
~iwa-med/index.html

重要なお知らせ！

はるなウィメンズクリニック　平田一丁目　　　☎327007 

市立錦中央病院　　　錦町広瀬　　　　☎722321

桝尾歯科クリニック　由宇町由宇崎　   ☎630700

みい眼科　　　　　　中津町一丁目　　☎㉚3131

福田医院　　　　　　美川町南桑　　　☎770012

みどり歯科クリニック　周東町下久原　　☎830418

増田耳鼻咽喉科　　　尾津町二丁目　　☎㉛8231

リフレまえだ病院　　玖珂町1887        ☎823521

７月３日㈰

７月10日㈰

７月17日㈰

７月24日㈰

７月18日㈷

７月31日㈰

※上記は変更になる場合があります。事前に当日の新聞や市ホームページなどでご確認ください。

※急患以外の場合はご遠慮ください。
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